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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　いよいよ来週から定期考査が始まりますね。勉
強の調子はみなさんどうでしょう？高校の内容は
難しく、範囲も広いため一夜漬けではどうにもな
りません。普通科は１週間前からでもかなり厳し
いでしょう。しかし、中学校時代より試験勉強が
できるようになっていたらそれは一つ成長です。
定期考査期間にも関わらず、部活動がある人もい
ると思います。今回の準備が不十分だった人は、
しっかりと復習をしたり、次の定期考査に反省を
生かせたりできるといいですね。
　前号から行ったイベントとして体育祭翌日に行
った「世界を正しく見よう～ファクトフルネス～」
の紹介をします。この日は学年全体でランチスペ
ースに集合しました。ファクトフルネスという
2018年に発売された本に基づき、データや事実を
紹介しながら全13問のクイズにチーム形式で取り
組んでもらいました。この本はあのビル・ゲイツ
も特に気に入っており、2018年にアメリカの大学
を卒業した学生のうち、希望者全員にこの本をプ
レゼントしたほどです。みなさまも是非クイズに
挑戦してみてください。
①現在、低所得国に暮らす女子の何割が、初等教
　育を修了するでしょう？
　Ａ　20％　　Ｂ　40％　　Ｃ　60％
②世界で最も多くの人が住んでいるのはどこでし
　ょう？
　Ａ　低所得国　Ｂ　中所得国　Ｃ　高所得国
③世界の人口のうち、極度の貧困にある人の割合　
　は、過去20年でどう変わったでしょう？
　Ａ　約２倍になった
　Ｂ　あまり変わっていない
　Ｃ　半分になった
④世界の平均寿命は現在およそ何歳でしょう？
　Ａ　50歳　　　Ｂ　60歳　　Ｃ　70歳
⑤15歳未満の子供は現在世界に約20億人います。
　国連の予測によると、2100年に子供の数は約何
　人になるでしょう？
　Ａ　40億人　　Ｂ　30億人　　Ｃ　20億人

⑥国連の予測によると、2100年にはいまより人口
　が40億人増えるとされています。人口が増える最
　も大きな理由は何でしょう？
　Ａ　子供（15歳未満）が増えるから
　Ｂ　大人（15歳から74歳）が増えるから
　Ｃ　後期高齢者（75歳以上）が増えるから
⑦自然災害で毎年亡くなる人の数は、過去100年で
　どう変化したでしょう？
　Ａ　２倍以上になった
　Ｂ　あまり変わっていない
　Ｃ　半分以下になった
⑧スペースの関係により省略
⑨世界中の１歳児の中で、なんらかの病気に対して
　予防接種を受けている子供はどのくらいいるでし
　ょう？
　Ａ　20％　　　Ｂ　50％　　　Ｃ　80％
⑩世界中の30歳男性は、平均10年間の学校教育を
　受けています。同じ年の女性は何年間学校教育を
　受けているでしょう？
　Ａ　９年　　　Ｂ　６年　　　Ｃ　３年
⑪1996年には、トラとジャイアントパンダとクロ
　サイはいずれも絶滅危惧種として指定されていま
　した。この３つのうち、当時よりも絶滅の危機に
　瀕している動物はいくつでしょう？
　Ａ　2つ　　　Ｂ　ひとつ　　　Ｃ　ゼロ
⑫いくらかでも電気が使える人は、世界にどのくら
　いいるでしょう？
　Ａ　20％　　　Ｂ　50％　　　Ｃ　80％
⑬グローバルな気候の専門家は、これからの100年
　で、地球の平均気温はどうなると考えているでし
　ょう？
　Ａ　暖かくなる　Ｂ　変わらない　Ｃ　寒くなる
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 　ちなみに本の中では、「３択なんだからチンパン
ジーでも４問は正解できる」と煽られています。学
年団もチンパンジー以下の人が続出でした。笑
　こういった感じで、楽しみながらみんなで学び
続けられたらなと思います。


